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２
０
２
５
年
12

月
14

日
（日
）福
山
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、 

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
未
来
へ 

～
み
ん
な
主
役
に
な
れ
て
ま
す
か

!?
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
権
・平
和
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

戦
後
80
年
を
記
念
し
、
メ
イ
ン
企
画
と
し
て
被
爆
ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。 

開
会
で
は
、
矢
川
ピ
ア
ノ
工
房
の
谷
本
さ
ん
が
、
被
爆
ピ
ア
ノ
が
受
け

た
被
害
や
復
元
ま
で
の
歩
み
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

演
奏
は
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
福
山
市
に
避
難

し
て
い
る
セ
メ
ネ
ン
コ
・ハ
ン
ナ
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

ハ
ン
ナ
さ
ん
は
、
演
奏
の
合
間
に
祖
国
の
厳
し
い
現
状
を
語
り
、
最
後

は
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
全
員
で
「折
り
鶴
」を
合
唱
し
温
か
な
一
体
感

に
満
ち
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
実
行
委
員
を
は

じ
め
出
演
者
や
参
加
者
す
べ
て
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
心
に
残
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

来
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
ま

た
平
和
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
場
と
し

て
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

・被爆ピアノも被爆されているなか、今もきれいな音を奏でる。

感動しました。 

・ウクライナの様子は心うたれました。一日も早く故郷に帰れ

る日を願います。 

・抑止力だと言って、軍備を増やしても世界平和にはつながら

ない。 



 

 

◎まま～ずブラスアンサンブル 

・爽快でさわやかで、気持ち良く

聞かせていただきました。 

◎人権作文・朗読 

・人権ついて自らの体験から現在

に至る言葉を発する事の厳し

さ、悩みなど深く心に刺さりま

した。 

◎ピース・ラボ（朗読劇） 

・朗読劇素晴らしかったです。発

表された人たちの中から平和を

求めるリーダーとして育ってほ

しいです。 

・廣中さんの本人のお話、心に響

きました。 

◎平和大使 

・欧州国連本部訪問の状況を聞き

全国から平和大使２４人の一人

として、素晴らしい活動してい

る、感動しました。 

ロビー展示の様子 

 

司会：近畿大学附属広島高等学校福山校放送部 

    大森さん・廣本さん 

手話：福山手話サークル芦の会 

要約筆記：要約筆記サークルさんりん車 

まま～ずブラスアンサンブル♪福山 

実行委員長 石岡 修 

人権作文表彰式  

朗読 松永中学校 木田 雫 さん 

ふくやまピース・ラボ朗読劇  

被爆体験者 廣中さん 

高校生平和大使 

福山暁の星女子中学・高等学校 永戸 あみ さん 

矢川ピアノ工房 谷本さん 

展示団体 

・NPO 法人地域生活支援センター 

 ほんわか  

・NPO 法人ひろしまチャイルドライン  

こどもステーション福山分室 

・ふくやまピース・ラボ 

・ふくやまピース・ナビ 

・福山ワッタガッタ会 

・要約筆記サークルさんりん車 

・人権擁護委員協議会 

・基町高等学校の生徒と被爆者 

 との共同制作による「原爆の絵」 

人 KEN まもるくん 


